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ウォルター・スコットとロシア・ロマン主義文学

金沢美知子

φ. M.ドストエフスキイの初期の長編小説 fネートチカ・ネズワーノワjの第七章官

頭部に，多感な少女ネートチカが秘密の手紙を発見する，実に印象的な場面がある。

わたしは図書室に入り(それはわたしにとって永久に記憶に残る瞬間でした)，ウォ

ルター・スコッ卜の f聖ロナンの鉱泉jを手に取りましたが，それはわたしのまだ読

んでいない唯一の小説でした。いまでも覚えていますが，突き刺すようなとらえどこ

ろのない憂愁が，まるでなにかの予感のようにわたしを責めさいなむのでした。わた

しは泣きだしたくなりました。部展のなかは，高い窓から差しこむ夕陽の最後の光線

が光り輝く寄木細工の床に斜めにさんさんと降り注ぎ，まぶしいほど明るく，ひっそ

りと静まり返っていて，両隣の部屋にもやはり人の気配はありませんでした1)。

ドストエフスキイの文学には馴染みの，繊細で病的な神経の持主ネートチカの「予感J

は現実のものとなった。彼女はこの直後， r聖ロナンの鉱泉J(St. Ronan's well， 1823) 
の中に，まだ年若い養母アレクサンドラ・ミハイロヴナに宛てて普かれた長い恋文を発見

するからである O 手紙にはc.o.とだけ署名されており，差出人は不明であった。こうし
て，物語を解き明かす鍵とも言うべき恋文を長い間潜ませていた『聖ロナンの鉱泉jの名

は，否応なく読者の記憶に刻み込まれてしまう。

とはいえ，この場面(ネートチカは養父母の家の図書室で本を読んでいる)にスコット

の本が登場すること自体は，別段奇異なことではない。ドス卜エフスキイの幼少期に当た

る19世紀20年代， 30年代のロシアでは，スコットの作品または選集が知識人の家庭の書架

に並べられているのは，ごくありふれた光景だったからである。作者は，アレクサンドラ

の家庭が内に崩壊の危機を秘めながらも表面的にはそうした一般的な家庭と何の差異もな

いことを描くための，いわば小道具として，スコッ卜の小説を持ち出したとも言えよう。

アレクサンドラ・ミハイロヴナの家庭の書架に着想を得て，本稿では， 1820・30年代の

ロシアでスコットの作品が愛読された経緯を調べ明らかにした。そして，スコットを愛し

てやまなかった作家ドストエフスキイの目に，スコッ卜の文学はどのようなものとして

映ったのか，考察した。

1 W.スコットとその時代

ウォ jレター・スコット (1771-1832)の創作活動の時期は，ほぽ19世紀初頭の三十年間
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である。この間に，彼は詩，小説，評論，伝記物を手掛ける傍ら，スウィフト全集やドラ

イデン全集の編集校訂，百科事典の項目執筆など様々な仕事に携わった。彼は， ドイツ詩

人ゴットフリー卜・ピュルガーの詩とゲーテの戯曲『ゲッツ・フォン・ベルリヒンゲンj

の翻訳出版の後， M.G.ルイスの「奇談集」の為に書いた原稿の中から『聖ヨハネ祭の

前夜j(The Eve of S却ltJ ohn: A Border Ballad )を1800年に出版し，英国詩檀にデピュー

した。その後，三大物語詩『最後の吟遊詩人の歌j(The Lay of the Last Minstrel， 1805 )， 

『マーミオンJ( Mannion， 1808 )， r湖上の美人j( The Lady of the Lake， 1808 )を発表し，
当代随一の詩人として，名声を欲しいままにしていたが， 1812年にパイロンが『チャイル

ド・ハロルドの遍歴jで一躍有名になるに及んで，人気は彼からパイロンに移っていく。

この頃からスコットは活路を小説に求めるようになり， 1814年には『ウェイヴァリ -j

( Waverley )を匿名で発表し，爆発的な売行きを見た。その後，最初は「ウェイヴァリー

の作者」の名で，後には自らの名を公表して，最晩年に至るまで小説作品を書き続け，こ

の分野で自らの才能を大きく開花させたのである2)。

ウォルター・スコットは近代における歴史小説の創始者であり，また，文学史上，ロマ

ン主義を代表する作家のひとりと考えられている。第一の点に関しては評価が定まってい

るが，第二の点に関しては異論も見られる。例えばルカーチは f歴史小説論』の中でスコッ

トに一章を捧げて，この作家の非ロマン主義的特質を繰り返し力説している3)。もともと

ロマン主義は，狭義にとるか広義にとるかで文学史家たちの意見が分かれ，常に論議の的

となってきた O その上，英・独・仏，更には短期間に集中的に多様な文学潮流の影響を受

けたロシアなど，文化背景の相違もあり，単一の概念規定を行うのが難しい。ただ，当時

の読者がスコットの作品の中に超自然的なものへの志向を認、めたのは事実で，彼の文学が

時代のロマン主義的風潮と無縁でなかったのは確かである。

まさに，スコットの文学，とりわけ彼の歴史小説は1810年代から30年代のヨーロッパで

最も人気を博していた読物のひとつであった。エディス・パークヘッドが『恐怖小説史j

で指摘しているように4) スコットのウェイヴァリー小説の登場は， 19世紀初頭における

M.G.ルイスやc.R.マチュリン等のゴシック・ロマンスの隆盛に影を落としたのであ

る。彼の作品は英国だけでなく諸外国，特にフランス小説界を長きにわたって支配し続け

た。また読者大衆のみならず，作家たちにも多大の影響を与え，数多くの模倣者を生み出

して，文学における小説ジャンルの発展に大きな貢献をなしたのである。例えばティボー

デは， rフランス文学史jの中で， Iメリメはウォルター・スコット流の長編小説『シャル
ル九世在位年代記jを書」いた5) パルザックはスコットの影響下に「はじめて彼らしく

なり，パルザック主義に目ざめた6)j，若きユゴーはスコットから「霊感」を得，彼の『ノー

トル=ダムjはウォルター・スコッ卜がなければ存在しなかったと同じ7)jである， Iパル

ザック，サンド，スゥリエがスコットを継承し8)j た等，スコットが様々な作家に影響を

与えたことを指摘している。これらの指摘を通して，当時の読書界で，スコットの小説が，

〈パイロン流> <ポール・ド・コックばり〉等と並んで，ひとつの明確な作風を示してい

たことも知れるであろう。

このように歴史を題材としたスコットの小説が愛読された背景には，歴史そのものに対
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ウォルター・スコッ卜とロシア・ロマン主義文学

して一般の人々の関心が高まったという事情がある o ルカーチは，フランス革命，ナポレ

オン戦争，及びそれが波及して生じた各地での民族的抵抗，民族独立の動きが.rヨーロッ
パ的な規模で、のj.r大衆的な歴史体験9)jを惹き起こし，それが歴史に対する生活レベル
で、の関心を人々のうちに呼び覚ました，と推論している o r1820年以来現われた，ウォル

ター・スコットの小説などに育まれた歴史に対する当時の一般的趣昧10)jという，ティ

ボーデの叙述は，歴史志向とスコット人気の分離し難い関係を教えてくれるのである。

E パナーエフの回想，ロシアのスコット熱

ロシアでウォルター・スコッ卜が愛読されたことについては，パナーエフが f文学的回
想jの中で繰り返し証言している。

十五の頃から，私は，読書と文学に情熱を傾けるようになった。私は快いおののき

を感じながら，むさぼるように，当時のあらゆる示走品交柔，殊に「北の花jを読み，

ウオルター・スコットの小説，個々に発表された「オネーギン」のいくつかの章.rモ
スクワ電信」の中の論文数篇を読んだ。〈中略〉学校当局の目をぬすみ，学科の復習

をするふりをして，われわれは毎晩教室に集まってはウォルター・スコットの小説や

「電信Jを読んでいた11)。

こうしたパナーエフのスコットへの情熱は，パンシオン卒業後も衰えることがなかった。

アリ 7 ナフ

私のお気に入りの読み物といえば，わが国の雑誌，不定期文集以外では，ウォル

ター・スコッ卜の小説だった。私はそれを全て，フランス語とロシヤ語の翻訳で読ん

でいた12)。

ロシアの読者へのスコットの作品の紹介は1810年代に始まり.20年代.30年代.40年代

を通じて，露語訳，仏語訳が陸続と雑誌に掲載され，また単行本の形で出版された13)。

このような風潮に対し， <年次評論〉の形式の創始者，ベストゥージェ 7=マルリンスキ

イは. U823年度ロシア文学概観jの中で. rスコットの見事な小説数篇の翻訳が何冊か出

版された。立派な翻訳もあればダメなものもある 14)jと評しており，また. U824年及び

1825年初頭のロシア文学概観jでは. rスコットの小説数篇の翻訳が何点か出たが，原本

から訳出したものは一つもなく，ロシア語への直訳も極めて少ない15)j とこぼしている。

ギリシア・ラテン，インドの古典から「現代物Jまで，様々な外国文学の翻案，名訳を

残したことで知られている詩人ジュコーフスキイもまた，スコットを訳出した。 1822年に

は抄訳「スメイルホルムの城。バラード16)j，1832年には. rマーミオンj の模倣的作品

である『地下蔵の法廷J17)を発表している。
当時のロシアの読書界の外国文学需要増大の中で，スコットの作品も意欲的に移入され，

例えば冒頭に引いた『型ロナンの鉱泉jは1823年末に英国で出版され，既に1824年には仏
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語訳がモスクワとペテルブルグの書屈に並ぶという素早さであった。

なお， 1835年にはスコットの伝記的研究アラン・カニンガム著『サー・ウォルター・ス

コットの生涯と作品18)Jが江......嬢(耳eBHlla耳…・・)によって翻訳され，ペテルプルグで

出版されて，一般の関心に応えた。

ではスコットの小説の何が読者を惹きつけたのであろうか。

パナーエフはこう回想している。彼が，ユゴーの新作 fノートル・ダム・ド・パリjを

読んで熱狂し，その部分訳を『モスクワ電信j誌に送って，採用されるのを日々心待ちに

していた頃のことである。

読書への情熱が周囲の無意味で愚劣な世界の猿雑さにすっかり落ち込んでしまうこ

とから，私を救ってくれた。ウォルター・スコットとユゴーの小説は，私の内に中世

の歴史を知りたいという願いを起こさせた19)。

更に，ゴーゴリは文集『アラベスキj掲載の論文「今日の建築様式」の中で，スコット

によってゴシック趣味が蔓延したことを指摘している20)。

事実，スコッ卜は「バラードの気味悪い細密描写や生々したリズムを喜21)Jんだ。説

話が伝える超自然的なものを好み，しばしば城や墓場や僧院を小説の舞台とし，迷信や占

いや幽霊を登場させた。スコットの『ラマームーアの花嫁J(The Bride of Lammennoor， 

1819 )はマチュリンの『アイルランドの首領J(1812)との類似を指摘されてきた22)。ス
コットの作品はゴシック・ロマンスから多くのものを受け継いでいて，そこに彼特有の歴

史的理解と歴史的昧つけがなされており，それが読者に好まれたのである。

E 作家の目一一マルリンスキイ，プーシキン，ゴーゴリ，ベリンスキイ

無論，作家たちは，スコッ卜の作品を愛で，楽しむだけでは満足しなかった。作家特有

の貧欲さで作品を研究し，模倣し，吸収していったのである。スコットの影響下に生まれ

たロシアの代表的歴史小説としては，プルガーリンの[イワン・ヴィジギンJ(1829)，ザ
ゴースキンの『ユーリイ・ミロスラーフスキイ，または1612年のロシア人J(1829)や『ロ

スラヴレフ，または1812年のロシア人J(1831)が知られている。特に『ユーリイ・ミロ
スラーフスキイjは大きな成功を収めて再三版を重ね，その主人公ユーリイは，マルリン

スキイによれば， rスコットのウェイヴァリーの生まれかわり 23)J として人気を呼んだと
いう。かくいうベストゥージェフ=マルリンスキイもスコットの強い影響を受けた作家で

あった。彼はロマン派の詩人として出発し，スコットと同様，小説のジャンルに創作家と

しての活路を求めた人で，一時期，中世やロシアの民間伝承に取材した歴史物語を好んで

書いた。城を舞台とした物語設定や戦闘場面の描写，超自然的な逸話などには，スコット

に学んだ跡が明瞭に認められる。そのロマン主義的小説『恐ろしき占いjで，マルリンス

キイはスコッ卜の f湖上の美人jとの繋がりを灰めかしている24)。

プーシキンとゴーゴリは，単なるスコッ卜の模倣者ではなかったが，やはり彼の影響下
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に歴史小説を手掛けており，これについては既に数々の研究書の中で指摘されてきた。従っ

て，ここでは個々の影響関係に立ち入ることを控え，幾っか彼らの生の声を通して，今少

しそのスコット観に触れておくに留めたい。

プーシキンにあっては，スコッ卜に関する言及は実に多い。スコットの名前が作品(rエ

ヴゲーニイ・オネーギンJ，rヌーリン伯J，r書簡体小説の断章jなど)に登場する場合に
は，人の無為の時間を埋め，人を夢中にさせる作家という意味合いで，当時の風俗を表わ

していることが多い。ところでフーシキンの実生活に於ても，スコットは彼の無聯を癒し

た。 1824年ミハイロフスコエ村に幽閉されていた日々，彼は「詩，詩，詩!パイロン，ウォ

ルター・スコットのおしゃべり!それが魂の糧だ25)oJと書いている O また，後年，やは
りミハイロフスコエ村から，妻にあてて次のように訴えている。

村へ来てからはや二週間にもなろうというのに，君からはまだ手紙を受け取ってい

ない。わびしいのだよ，僕の天使，詩も思いつかなければ，小説も書き直していない。

ウォルター・スコットと聖書を読み，始終君のことを思っている。 (1834年9月20日

頃の手紙)26) 

僕はあの人たちのところからウォルター・スコットを持ってきて，読み直している。

英語版を持ってこなかったのが，残念だ。(1835年 9月21日の手紙)27) 

僕は温和しく，いい子にしている。歩き回ったり，馬を乗り回したり，君を思って

溜息をついたりしている。 (1835年9月25日の手紙)

こうしてわびしい生活をやり過ごすために，フーシキンは度々スコットの小説に助けを

求めた。そこには生活人としてだけでなく，同時に作家としての気分転換を図ろうとする

一一一詩も小説も書けない状況を打開する手段や，仕事にかかる前のイニシエーションとし

て一一プーシキンの気持ちが窺われて，興味深い。プーシキンの著作には，スコッ卜に関

する言及が無数にあるが，概ね好意的に評価していたようで，スコットは小説を創作する

為の最も有益な手本であると，考えていた。

ゴーゴリもまた，スコットに強い賞賛の念を抱いた作家であった。彼は初期より歴史志

向を見せていたが， 1834年 9月に始まったペテルプルグ大学での中世史の講義で熱弁をふ

るったことはよく知られている。ゴーゴリにあって興味深いのは，彼が何よりも作家の眼

差しでスコットを捉えていることである。これはフーシキンのスコット観に通じるもので

あろう。 1836年 9月22日，ジュネーヴ発，ポゴージン宛の彼の手紙には「仕事に取り掛か

る前に，スコッ卜の全作品をもう一度読み返し始めたところです29)Jという文面がある。

同年の11月12日，パリ発，ジュコープスキイ宛の手紙でも同じ内容が伝えられている30)。

時期から判断して，文面中の「仕事jとは f死せる魂j第一部を意味していると考えられ

る。ゴーゴリは，気晴らしの為にではなく， r死せる魂jを執筆するに当たって，スコッ
トの小説から示唆を得ょうとしたものと推測されるのである。彼は，論文「シュレーツァ，

ミュラー，ヘルダ-J (1832， rアラベスキj所収)の中では，作家としての彼の目に映じ
たスコットの手法の特徴を， r話の巧みさと，ごく微細なニュアンスを描き出す手腕」と

- 5 



金沢美知子

表現している31)。

ところで，ゴーゴリ自身は自らの著作の中で特別に言及してはいないが，彼とスコット

の聞には歴史志向の他にもひとつ，大きな共通点が見られるのである O即ち，それはスコッ

トがスコットランドという地方色を携えて英国文壇にデビューしたように，ゴーゴリもウ

クライナ物語によって初めて，名声を得たことである。(それ以前に処女出版した『ガン

ツ=キューへリガルテンjは注目されぬまま，作家自身によって回収され，焼き捨てられ

た。)これは単に，作家の側だけでなく，受容する読者側の問題でもあった。英国にとっ

てのスコッ卜ランド，ロシアにとってのウクライナは，共に強烈な地方臭を持ち，民間伝

承の宝庫であり，幻想的なく異郷〉であって，読者の想像力を大いに刺激するものであっ

た。当時の読者は神秘的なもの，幻想的なものに日がなかったから，スコットのスコット

ランド，ゴーゴリのウクライナにそうしたく異郷〉を嘆ぎ取って，飛びついたのはいうま

でもない。ゴーゴリはスコットの影響下に歴史物を手掛け，中世といういわば時間的〈異

郷〉を作品の中で描いたのであったが，それに加えて，自らの郷里であるウクライナを主

題とすることによって，自ずと，空間的〈異郷〉を読者に供給することになったo <ウク

ライナ物語〉の成功に自己の作家生命をかけていたゴーゴリのことである，この辺りの読

者心理や時代の晴好に無頓着で、あった筈がないのである。

ペリンスキイは時代の動向に明敏な批評家であったから，ウォルター・スコットに関す

る言及も数多く残している。先に触れた，アラン・カニンガム著『サー・ウオルター・ス

コットの生涯と作品』の翻訳に関する長い論文 (1835)の中で，彼は，スコットの文学の

本質が歴史と虚構，現実と幻想、の見事な融合にあるとし，スコッ卜の作品の幻想性を高く

評価した。

この巨大で慎ましい天才の作品を知らぬ者がいるだろうか。彼は文学界のコロンプ

スであり，飽くことなき芸術趣味のために，文学の楽しみの汲めど尽きせぬ源泉を発

見したのである。彼は芸術に新しい手段をもたらして，それに新しい威力を与え，時

代の要求を察して，現実と虚構(月esCTBHTeJIbHOCTbC BhlMhlCJIOM )を結合し，人生

と空想(>KH3Hb C Me可TOIO)を和解させ，歴史と詩(HCTOp叩 C n033HeIO) を調和さ

せたのである。彼の様々な作品を読まなかった者，また，読み返さなかった者がいる

だろうか?そこでは中世が立上り，動き，そして完き生命に充ち溢れ，魔法の影絵

( BOJIme6HO施中SHTSCMsropHH)の明暗様々な光線に輝きながら，我々の前を通り過ぎ

ていったのである32)。

1835年という，まだペリンスキイがロマン主義文学に寛容だった時期に，こうした発言

が見られるのは何ら不思議はない。だが， 1843年の「マルケーヴィチ著『小ロシアの歴史J
への論文33)J や1845年の「ウォルター・スコットの『アンテイクエリイjへの評論34)J

の中でも，変わることなく，スコットの幻想的要素， r歴史と詩の出会いjを評価してい
ることには，些か驚かされる。晩年の彼は，フランスの熱狂派やロシアのマルリンスキイ，

初期のドストエフスキイなどに代表される，情熱と幻想のロマン主義文学を激しく否定し
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たからである35)。

ともあれ， 19世紀前半のロシアの読書界はスコッ卜の文学の中に幻想的〈異郷〉を認め

て，狂喜し，それとパラレルに，当時の文壇は読者を狂喜させるそうしたスコッ卜の作風

に大いに学んだのであった36)。

後年，文学史家スローニムはゴーゴリの fタラス・プーリパjへのスコットの影響を指

摘するに当たって， rロマン派はウォルター・スコットに導かれて，英雄的な過去や民族
の伝統をく再現〉しようとした37)Jと述べ， トルストイの『戦争と平和jとの相違を明

らかにすべく，ウォルター・スコッ卜やアレクサンドル・デュマの歴史小説の中に，ロマ

ン派に特有のけばけばしいもの，華麗で複雑なもの，英雄的なもの，理想的なものへの晴

好が認められることを指摘しているお)。

更に， r私はウォ jレター・スコットからフランス・ロマン主義者たちに進み，彼らのも
のをむさぼるように読んでいた39)Jという，パナーエフの回想にも見られるように，スコッ

卜の小説とフランス・ロマン主義文学は屡々同質のものと理解された。マルリンスキイは

フランスの熱狂派に心酔し，自らもロシアでロマン主義的作風を確立して，パナーエフ等

の多くの崇拝者を持っていたが，かなり早い時期からフランス文学に劣らず(それ以上で

はないにしても)イギリス文学を愛読したことは，あまり知られていない。その彼が好ん

だのは，英国文壇の中でもパイロンとスコットの二人の作家で，スコットの詩の音楽性を

高く評価していたという 40)。

このようなスコット理解は決して理由のないものではなかった。まず，スコットの作品

は，露語訳に次いで，仏語訳で読まれることが多かった。そして，それ以上に，スコット

とフランス・ロマン主義文学の聞にはもっと有機的な関係があり，深い教養と確かな判断

力の持主であったフーシキンは，スコットの文学がフランスに新しい流派を引き起こした

と考えていた O スコットの作品を，ロマン主義文学の中でも特にフランスのそれに近いも

のとして受け容れたのは，当時の文壇の一般的傾向だったのである41)。

U 遅れてきたロマン主義作家 ドストエフスキイのスコット体験(1) 

φ. M.ドストエフスキイはまさに，そうしたロマン主義的熱狂に支配された文学的風

潮の中で，幼年期を過ごした。この時期に若く柔軟な感受性で受けとめた審物の数々は，

〈遅れてきたロマン主義作家〉 ドストエフスキイの生漉に払拭できぬ刻印を残すことに

なったのである。

グロスマン編集の『ドストエフスキイの蔵書目録jには， rパースの美少女J(The Fair 
Maid of Perth， 1828 ) (露語訳)， r修道院J( The Monastery， 1820 ) (仏語訳)， rウェイヴァ
リーj(仏語訳)， rアイヴァンホーJ(Ivanhoe， 1819)' (仏語訳)の四つのスコットの作品
が挙げられている42)。無論， ドストエフスキイが手にとった作品はこの四つに留まらな

かった。

ドストエフスキイは幼い頃から歴史に対して強い関心を抱いていたが，それはドストエ

フスキイ家の家庭環境によるものでもあった。弟アンドレイは，当時のドストエフスキイ
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家の家庭朗読会をこう回想している O

私の記憶によると，この朗読のときには，兄たちも寄宿学校に入学する以前はいつ

も同席していて，のちには，両親が読むのに疲れると，兄たちがかわって朗読したも

のだった。そこで読まれたのは、主として歴史の本だった43)。

またアンドレイは次のように証言している。

兄フヨードルがウォルター・スコットの『クウェンティン・ダーワードJ，rウェイ
ヴァリ -j を手に持っていたのを，わたしはよく見かけたものである。家には私家版

の本があって，フヨードルは読みにくい，古くさい翻訳だったにもかかわらず，それ

らの本を何度も何度も繰り返し読んだものだった44)。

幼児期に培われたスコットへの関心はドストエフスキイが生家を離れ，ペテルプルク*へ

出てからも，表えることがなかった O アンドレイは一時，ペテルブルグで，兄ブヨードル

が(友人トットレーベンと二人で)借りていた住居に身を寄せていたことがあり，この頃

のことを，

そのころから，わたしは雑誌や本を欠かさず読むようになった。兄のすすめで，古

い本のなかからウォルター・スコットの作品を全部読んだのもそのころである45)。

と述べている。やはり同じ頃，工兵学校でドス・トエフスキイの学友だったグリゴローヴィ

チが，

わたしが最初に読んだ，ロシア語に翻訳された文学作品は， ドストエフスキイから

教えてもらった小説だった。それはホフマンの『牡猫ムルjと，暗い内容の小説で，

そのころドストエフスキイがひじように高く評価していた，マチュリンの『アヘン常

用者の告白jであった。ウォルター・スコットの『星占い者jや，とりわけクーパー

の fオンタリオ湖jが，わたしを最終的に読書に熱中させる契機となった46)。

と回想している。グリゴローヴィチ自身の読書体験は別にして， ドストエフスキイのス

コットに対する関心が依然続いていたことがわかるのである。残念ながら，この時期の伝

記的資料で，スコットに関するドストエフスキイ自身の言及はあまり残されていない。

1845年 5月 4日付，兄宛の手紙の中で，スコットの『マナリングj (Guy Mannering， 

1815)に触れているぐらいである47)。ただ，これはドストエフスキイがスコットを読まな

かったためではなく(これについては先に見たように同時代人が証言している)， ドスト

エフスキイにとってはスコットの作品を読むことがもはやごく当り前のことになってお

り，親近者との間で，殊更に話題にする必要がなかったためと考えられ，従って後に引く
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ように，晩年になってから回想のような形で触れられることになるのである。

確かに， ドストエフスキイは歴史に深い関心を寄せてはいたが，歴史小説という側面か

らだけでなく，別の観点からもスコットの作品を愛していた。

彼の初期の美しい短篇小説 f白夜Jに次のような場面がある。主人公の「夢想家J(= Iわ
たしJ)がナースチェンカを前に，夢想家の本性を描き出してみせる件りである O

あなたはもしかすると，彼は一体何を夢想しているのか，と訊ねるかもしれません。

でも，そんなことを訊ねて何になるでしょう! ありとあらゆることを夢想するんで

すから……初めは不遇で，後に月桂冠を授けられた詩人の役割とか，ホフマンとの交

友とか，聖パーソロミューの夜とか，ダイアナ・ベjレノン①，イワン雷帝のカザン占

領時の英雄的な役割とか，クララ・モープライベユーフィア・デンス@大僧正の

会議と彼らの前に立つフス，いや，歌劇Ijrロベールjの中の亡者どものー授とか(あ
の音楽を覚えていますか? 墓場の臭いがするじゃありませんか!)， ミンナとプレ

ンダ，ベレジナ河の戦闘 B.瓦.伯爵夫人のサロンでの詩の朗読とか，ダントン，ク

レオパトラとその恋人，コロムナの小さな家とか，片隅にある自分のねぐらとか，そ

れから冬の晩に可愛い少女が小さな口をポカンと開け，大きな眼を見開いて自分の話

を聞いているとか，ちょうど今のあなたがぼくの話を聞いているようにね，ぼくの可

愛い天使・.....48)J 

この引用部分には興味深い点が二つある。まず第一に， ドストエブスキイ研究家V.テ
ラスの言葉を借りれば，それは，スコッ卜の小説やホフマンの Iゼラピオン兄弟jなど，
「ロマン主義的作品のカタログ49)J である。アカデミー版三十巻のドストエフスキイ全

集では，これらの文学的形象のひとつひとつに註が付されていて興味深い。①はスコット

の fロブ・ロイj(Rob Roy， 1817 )の，②は『聖ロナンの鉱泉jの，③は同じくスコッ

トの fミドロジアンの心臓j(The Heart of Midlothian， 1818 )の主人公である。スコット

の主人公たちも含め，これらの文学的形象は絢繍たる幻想の世界を織りなしている。

次に，一見しでわかるように，歴史的事件と文学的(虚構の)形象が揮然一体化してい

る。果たして「夢想家Jの脳裡では，歴史と虚構は区別されているのであろうか。ここで

思い出されるのは，前掲のペリンスキイの評論である。彼はスコットの文学に歴史と幻想

の融合を見た O しかしながら，スコットにあっては，歴史自体が虚構であり幻想であるこ

とが， I夢想家」の告白から塁手痛としてくるように思われるのである。少なくとも「夢想家」

にこう語らせたドストエフスキイは，そのように理解していたと推察される。

なお， ドストエフスキイは初期の作品を後年出版するに際し，概して， (主として叙述

の簡潔化を目的として)文章を削除する傾向にあったが，ここで、は逆の作業を行っている。

1848年， r祖国雑記j12号に初めて発表された時の f白夜jには，この引用部分はなかっ
たが， 1860年，作品集に収録するに当たってわざわざ挿入したのである。彼としては珍し

い試みで， I夢想家Jの性癖を一段と明確化しようとする意図が感じられ，また，それだ
けに，これらの文学的形象は念入りに選びぬかれたものと考えられ，大変興味深い。
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V 遅れてきたロマン主義作家 ドストエフスキイのスコッ卜体験(2)

以上， ドストエフスキイが，歴史物としてのスコットの文学に関心を持ったことと幻想

的な題材に惹かれたことは，概ね， 1820年代， 30年代の読書界の晴好に同調するものであっ

た。ところが，それらと並んで，看過できないのは，彼がスコットの文学の教育的価値を

極めて高く評価していたことである O

同じ『白夜jに，ナースチェンカが自分の生活を「夢想家」に語って聞かせる場面(Iナー

スチェンカの物語J)がある。その中の，彼女の家の下宿人(この男は後に彼女の恋人と

なる)が彼女にフランス語の本を貸し与える件りを引いておこう。

おばあさんは言うのです。

『あたしもね，そういう本をたくさん読んだけれど，みなとてもきれいに書いであ

るものだから，夜どおし坐ったまま，こっそり読んだものだよ。だから，ナースチェ

ンカ，お前もお気をおつけ，そんな本を読んじゃいけないよ。ところで，あの人は一

体どんな本をよこしたんだい ?j

『ウオルター・スコットの小説ばかりよ，おばあさんJ

『ウォルター・スコッ卜の小説だって! そんならいいけれど，だけどそこに何か

仕掛けでもありゃしないかい?……(略)j

〈中略〉

こうして，あたしたちはウォルター・スコットを読み始め，一月ほどのうちにおよ

そ半分を読み終えてしまいました50)。

それから暫くして，ナースチェンカは階段でばったり下宿人と出会い，言葉を交わす。

『どうです，本は読みましたか?jって言うんです。『読みましたjとあたしが答

えると，rそれじゃ，何が一番気に入りましたか ?jと訊くんです。そこであたしはrrア
イヴァンホー」とプーシキンが一番気に入りましたjと言いました51)。

『ネートチカ・ネズワーノワjでもやはり，養母のアレクサンドラ・ミハイロヴナが十

六才になったネートチカに fアイヴァンホーjを読ませている O

まる二週間というもの，彼女はあれこれと準備し，わたしを試験しては，わたしの

成長の程度や欲求の程度を調べているようでした。ついに，彼女はわたしの教育にと

りかかろうと決意し，わたしたちの机の上にはウオルター・スコットの『アイヴァン

ホ-Jが現われましたが，それをわたしはずっと以前に少なくとも三回は読み返して
おりました52)。

またしてもスコット，またしても『アイヴァンホ-jであるが，ともあれ，アレクサン
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ドラはネートチカと共にこの作品を読み，受けた印象を語り合うことにより，ネートチカ

が「長足の進歩をとげていた」ことに満足したのであった。

初期作品の中に，これらの少女たちのいわば〈教育書〉として登場させたスコッ卜の小

説を， ドストエフスキイは実生活に於ても，子供に与えるべき本として，熱心に勧めた。

1880年12月19日付， r作家の日記Jの読者と覚しき H.A.への手紙である O

ご子息が摩史を好きになったら，きわめて結構です。ソロヴィヨフ，シロッセルの

世界史，そのほかプレスコッ卜の fメキシコ征服jや fベル一征服Jといったたぐい

の，個々の歴史著作を読ませることです。最後に，ウォルター・スコッ卜やディケン

ズを翻訳で読ませるといいでしょう，もっともこれらの翻訳は入手が非常に困難です

が。〈中略〉

ご子息が十六才以下であれば，理解できるかできないかという疑問だけを選択の指

針として，今あげたこれらの本を選んで与えることです。理解できそうなら，読ませ

て下さい。ディケンズとウオルター・スコットは十三才の子供にももう与えてかまい

ません53)。

また1880年 8月18日には，同じく『作家の日記jの読者と思われる H.凡オズミードフ

へ宛てて，恐らく相手の相談に応えてのことであろう，こう書き送っている O

お言葉によると，あなたは，空想力を育てることを恐れて，いまだにお嬢さんに何

か文学的なものは読ませぬようになさっている由。わたしには，それはまったく正し

いとは言えぬような気がします。〈中略〉

十二才の時には，休暇中に田舎でウォルター・スコットを全部読破しましたし，か

りにわたしが自分の空想力と感受性を発達させたとしても，その代りわたしはそれを

よい方向に向け，わるい方向にはむけませんでした。〈中略〉

あなたにも，今からお嬢さんにウォルター・スコットを読ませるよう，おすすめし

ます。まして，この作家はわれわれロシア人の聞ではまったく忘れられていますし，

それにやがて，もはや自立して生きるようになれば，お嬢さんももう自分からこの偉

大な作家を知る可能性も必要性も見いださなくなるでしょうから，なおのことです。

ですから，お嬢さんが親の家におられる聞に，この作家を知らせる汐時を捉えること

です。ウォルター・スコットは高度な教育的意義を持っています54)。

残念ながら，ドス卜エフスキイは「高度な教育的意義J(BhlCOKOe BOCsHT8T何回oe3H8. 

'1eHHe )という言葉にそれ以上具体的な説明を与えていない。しかし， r白夜j，rネート
チカJやこれらの手紙を通して我々はドストエフスキイの考えをある程度推察することが

できるように思われる。即ち，彼はスコットの文学の中に，若い知性と感性を発達させる

為の二つの要因一一空想力を刺激し助長する働きと，その空想力を正しい方向へ調整す

る働き一一冊を認めていたのである55)。
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また，この二つの働きが，とりもなおさずスコットの文学の二つの特質一一超自然的

なものへの愛と，それを見据える冷静な眼差し一一に根差したものであることを， ドス

トエフスキイははっきり感じとっていたのであろう。ものを見据える冷静な目とは選ばれ

たる作家の条件である。この点からも， ドストエフスキイは作家としてのスコットに変わ

ることなき信頼を寄せたのであって，それはスコットとフーシキンに等しい評価を与えた

ことの中にも証されているであろう。同時代の興奮の渦の中で，スコッ卜のロマン主義的

側面にのみ目を奪われていたパナーエフ輩との差異がそこにある。しかも，彼は『白夜j

(1848)， rネートチカj(1849)の執筆の時期に，既に明確にスコットのそうした特性を
把握していた。そして， 1880年代という，既にロマン主義文学の惹き起こした興奮が昔日

のものとなり，スコットが過去の偶像と化した時代になっても，なおかつ，彼のスコット

への視点は微動だにしなかったのである。

* * * * * * * 
ウオルター・スコットは中世という「過去」を描いて読者を魅了し， 19世紀前半の一時

期，ヨーロッパの文壇を先導した。彼の「過去J(即ち，時間的〈異郷>)は，読者にとっ

て，現実から逸脱し，自己から飛朔するための恰好の口実となった56)。やがて読書界は

そうした外面的〈異郷〉に飽き足らず，より内面的な解放を求めて， r過去Jから「現代j
へと関心を移してゆく O ロシアも例外ではなかった。大家フーシキンやゴーゴリから時代

の推移と共に忘却されてしまったマルリンスキイ，ザゴースキンに至るまで，当時の多く

の作家たちが，歴史小説の洗礼を受けた後，再び現代社会に題材を求めるようになった。

スコット自身もまた， r過去」という枠を離れ， rマナリングJ，rミドロジアンの心臓jな
ど，r現代」社会を舞台とする傑作を生み出したのである。ロマン派詩人として出発し，r歴
史」を通して小説家に変身したスコットの文学は， 19世紀20年代から40年代に於ける小説

という文学ジャンルの生きざまを代弁していると言ってもよいだろう。いわば〈遅れてき

たロマン主義作家〉として「時代」に参加したドストエフスキイには，スコットの文学の

そうした多面性と歴史的役割がしっかり見えていたようである。

孤児ネートチカが身を寄せていた(アレクサンドラ・ミハイロヴナの)家庭の書架にス

コットの f聖ロナンの鉱泉』が並べられていたのは，時代の風潮を反映するものであった。

だがネートチカに，数ある蔵書の中から『聖ロナンの鉱泉jを選ばせた(しかも fアイヴァ

ンホー』に続いてのスコットの再登場である)ひとつには，スコッ卜に対するドストエフ

スキイの愛情もあったように思われる。

作家が流刑になったため， rネートチカjはこの第七章をもって中断され，手紙の差出
人C.O.の正体も明かされぬまま，物語はディケンズのあの未刊の名篇『エドゥイン・ド
ルードの謎j同様，永遠の迷宮入りとなってしまった。秘密結婚や肉親殺しなど，多くの

犯罪と謎を含み，錯綜したプロットを持つ f聖ロナンの鉱泉』は， rネー卜チカjに於て
どのような役割を果たす予定であったのか。今となっては作者に問うこともかなわない。

スコットのこの書を手掛かりに物語の謎を解き明かすという心浮き立つ作業は，残念なが

ら別の機会に譲りたいと考える。
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注

再出の文献に関しては，著者名で略示する。同一著者に複数の著書がある場合には著者名と著書

の冒頭部分で示しである。

//は所収を意味する。

1 )φ.M.耳OCToeBCKHR，llo.A. c06. CO匂.830TOMax，耳.， 1972， T. 2， c. 239. 

本稿でのドストエフスキイの著作からの引用は，新潮社版fドストエフスキイ全集J(全27巻)

に依った。(一部，訳を変えである。)

2 )ウォルター・スコットの小説作品に関しては，下記の全集を参照した。

Sir Walter Scott， Waverl，り Novels，The Border Edition， ed. by Andrew Lang， 24 vols.， London， 

1901. 

Vol. 1の巻末にListof volumesが付されている。

なお，原作とロシア語訳のテキス卜では，属々，作品名にかなりの相違が見られる。従って，

両者を比較し同定する為に，次のロシア語訳スコット全集を参考にした。

BaJIbTep CKOTT， C06. C01{. 8 18 TOMax， C..lleTep6ypr¥1898・1899.

3) rルカーチ著作集J(全13巻別巻 1)，第3巻(r歴史小説集J)，白水社， 1969年。
4 )エディス，パークヘッド f恐怖小説史J(安藤泉他訳)，牧神社， 1975年， 314頁。

5) A.ティボーデ fフランス文学史J(辰野，鈴木監修)，角川文障， 1960年，中巻24頁。

6 )同書，中巻35頁。

7 )同審，中巻80頁-81頁。

8 )同書，中巻80頁。

9 )ルカーチ，前掲書， 33頁， 36頁。

10)ティボーデ，前掲書，上巻278頁。

11) 11. 11. llaHaeB， JlumepαmypHωe 80cnOMUHαHUJl.， M.， 1988， c. 34. 

12) T，αM :JICe， C. 57. 

13)既に1820年代にはスコットの名はロシアに遍く知れわたり，彼のほぼ全ての小説作品に加え，

幾つかの物語詩 (1823年に『最後の吟遊詩人の歌J，1827年に f島の領主J(羽leLord of Isles， 

1815 )……)が(時には仏語からの重訳で)訳出された。

CM:φ. M. )J;ocToeBc双HR，llUCbMα84 mOMαx， M.・江川 1928，T・1，c. 480 (npHMe司aHHR

A. C.瓜OJIHHHHa).

14) A. A. BecTyaeB (MapJIHHCKHR)， BaMJl.8 Hα pyCC~ylO C.A08eCHOCmb 8 me1{eHUe 1823 20θa// 

A. A. BecTyaeB.MapJIHHCKHR， C01{UHeHUJl. 8 2 mOMαx， M.， 1958， T. 2， c. 541. 

15) A. A. BecTyaeB， Ba2.ÆJl.θMαpνCC~ylO C必08eCHocmb8 me1{eHUe 1824 U Ha1{a.Ae 1826 20θ08 

// T，αM :JICe， C. 552. 

16) B. A. iKyKOBCKHR， llo.A. c06. CO句・ 83 mOMax， lleTporpa瓜， 1918， T. 1， c. 300・302.

17) T，αM :JICe， C. 382-388. 

18) A. Cunningham， Some acc側 ntQ川 e1;俳andwork of Sir Walter Sco払 Boston，1832. 
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19) 11. 11. IIaHaeB， c. 59. 

20) H. B. rOrOJIb， 06αpxumel'>mype 1ibHleUJ，H，eZO 6pe.Me1iu. / / H. B. rOrOJIb， Co6. co匂・ 6 7 

mo.Mαx， M.， 1967， T. 6， c. 86. 

21) E.パークヘッド， 20頁。

22)同書， 121頁。

23) A. A. BecTymeB-Mapm1HCKsお， T. 2， c. 596. 

24) A. A. BecTymeB-MapJIsHcKss， T. 1， c. 326. 

25) A. C. IIy凹 KsH，lloム c06.CO'tl. 113月.AKa江eMssHayK CCCP，刀.， 1937-1959， T・13，c. 121. 

26) A. C. IIy田KsH，T. 15， c. 193. 

27) A. C. IIy皿KsH，T. 16， c. 49. 

28) T，α.M :HCe， c. 51. 

29) H. B. rOrOJIb， T. 7， c. 156. 

30) Tα.M :HCe， c. 161. 

31) H. B. rOrOJIb， mJte-qep， MUJtJtep U repθep / / H. B. roro品 ，C06. co匂.6 7 mo.Mω，T. 6， c. 

110-111. 

32) B. r. BeJIsHcKss， 0 :HCU31iU U npou36eθeHUJlX cupαBαJtbmepαCI'>ommα(CO'tlUHe1iUe AJtJtα胤

KαH1iUZa.Mα. llepe60θJ(e6u-qbt J(....) / / B. r. BeJIsHcKss， llo必.c06. CO"tl.， 113瓜・ AK8只eMss

HayK CCCP， M， 1953， T. 1， c. 342-346. 

33) B. r. BeJIsHcKss， JfcmopuJl M，ωopOCCUU (HuI'>O.ItaJl M，αpl'>e6山 α)/ / B. r. BeJIsHcKs班，llo必.

c06. CO'tl.， T. 7， c. 44-65. 

34) B. r. BeJI即日Ks扱，PO・Mα1ibtBaJtbmepαCI'>ommα(To・Mmpemuu，くA1imU，..6αpuu>人//B. r. 

BeJIsHCKss， lloJt. c06. CO匂.T. 9， c. 283-284. 

35)マルリンスキイの文学，及び，ペリンスキイとフランス熱狂派，マルリンスキイ， ドストエフ

スキイの関係については，拙稿がある。

iA.ベストゥージェフ=マルリンスキイとその小説一一1830年代のロシア作家達よりJ，

r RUSISTlKA j 2号， 1982年。
「フランス・ローマン主義とドストエフスキイJ，rロシアとポーランドにおけるローマン主
義の成立と相互影響j(文部省科研報告書)， 1983年。

36) r現代の英雄jの「公爵令嬢メリイJの章に，主人公ペチョーリンが決闘の前夜，不安をやり
過ごすために，スコッ卜の OldMortal的(1816)(ベチョーリンが手にするのはロシア語訳の

momJtαMθcl'>ue nypumαHe)を開く場面がある。彼は最初はいやいや読んでいたが，やがて，

作品のBOJIwe6HLIsBLIMLICeJIに夢中になってしまう。この，ペチョーリンの印象についての

(そして，作家レールモントフの目をも感じさせる)BOJIIIIe61山政 BLIMLICeJIという表現は， (先

に引用した)ペリンスキイのスコット理解に通じるものであり，興味深い。

CM.: M. 10. J1epMoHToB， C06. CO'tl. 6 4 mo.Mαx， M.， 1965， T. 4， c. 111. 

37) M. Slonim， The epic 01 Russian literature (From its 01哲郎 throughTols均~， New York， 1969， p. 

162. 

38) Ibid.， p. 139. 
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39) 11. 11. IIaHaeB， c. 57. 

40) CM.: H. l¥oTJ1RpeBCKHR， ße~a6pucmbL， KH，. A. H. 0θoe8C~Ua U A. A. Becmy:JICe8・Mαp.J1， U H，C~Ua，

C.-IleTep6ypI'， 1907， c. 331. 

41)なお，以上触れたもの以外に，当時のロシア読書界，ロシア文壊にスコットが及ぼした影響に

関するまとまった言及としては，下記のものが興味深い。

. B. H. MaRKoB， Bα.J1， bmep・C~omm -M. H. 3αZOC~U H，. / / Co1tuH，eH，uJl B. H. Mα a~08α8 2 mo. 

Mαx， l¥HeB， 1901， T. 1， c. 115・150.

. A. rpHI'OpbeB， Bα.J1，bmep C~omm U H08bLe cmpyu. / / A. rpHI'OpbeB， BOCnOMUH，αH，UJl， J1.， 

1980， c. 76-82. 

42) CM.: J1. Il. rpOccMaH， CeMUH，αpufl no ßocmoe8c~0・t.t y (Mαmepuα必bL， 6u6.J1，uozpαrtUJl U ~O. 

M・t.teH，mαpUU)，M.-IIeTpoI'pa瓜， 1922， c. 23， 33， 34. 

43) ドリーニン編 fドストエフスキー，同時代人の回想j水野忠夫訳，河出書房， 1966年， 32頁。

44)同書， 32-33頁。(以下引用に際し，一部作家名，作品名表記を変更した。)

45)同書， 41頁。

46)同書， 65頁。(なお，既に指摘されているように.rアへン常用者の告白jは実際はトーマス・
ド・クインシーのイ乍品である。)

47)φ.M.耳OCToeBCKHR，llUCbMα8 4 mOMαX， T. 1， c. 77. 

48)φ. M. ，ll;ocToeBcKHR， llM. c06. CO匂.830 mOMαX， T. 2， c. 116. 

49) V. Terras， The Young Dostoevsky (184ι184~り， The Hague . Paris， 1969， p. 187. 

50)φ.M.瓜OCToeBCKHR，llo.J1，. c06. CO匂.830 mOMαX， T. 2， c. 122. 

51) T，αM :JICe， C. 122. 

52) T，αM :JICe， C. 236. 

53)φ. M. ，ll;ocToeBcKHR， llUCbMα84 mOMαX， T. 4， c. 222. 

54) T，αM :JICe， C. 196. 

55) ドストエフスキイは子供に対してのみならず，時として，大人にもスコットの作品を薦めた。

例えば，彼の妻アンナは， 1867年10月16日の日記の中で， <自分のかわりに図書館へ寄って何

か借りてきてくれるよう，夫に頼んだところ，彼はウォルター・スコットの『ミドロジアンの

心臓Jとジョルジュ・サンドの f緑色の婦人達jを借りてきた〉と記している o

φ. M. ßocmoe8c~Ua， H08bLe Mαmepuα.J1，bL U UCC.J1，eθ08αH，UJl (JIumepamypH，oe H，αc必eθcm80，86)， 

M.， 1973， c. 246. 

56) A.グリゴーリエフは，くこのようなスコットの歴史小説の影響によって，カラムジン以来の誤つ

たロシア史理解が助長され，現実とは無縁のロシアの姿がザゴスキン等の作品の中に登場する

ようになった〉と批判している。

cf. W. Dowler， Dostoevsky， G勾oYev，and Native Soil conservatism， Toronto， 1982， p. 85. 
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BaJIbTep CROTT  H pyccRaH  pOMaHTHqeCRaH  JIHTepaTypa 

MsTsKO KAHA，IJ;3ABA  

B H8可8JIe 7-os rJI8BLI He38I<OHqeHHOrO pOM8H8 “HeTOqI<8 He3B8HOBft，" O~Horo H3 

p8HHHX npOH3Be瓜eHHsφM.)J;ocToeBC1wro， MLI BCTpe可8eMJII060nLITHyIO c~eHy. B 凪OM8-

mHes 6H6JIHOTeI<e， repOHHH HeTOqI<8 He3B8HoB8， HepBH8H， qyBcTBHTeJIbH8H 瓦eBOQI<8，

OTI<pLIJI8 I<HHry“CeH -POH8HCI<He BO瓜日" (St. Ronan's well) B8JIbTepft CI<OTT8 H H8mJI8 

瓜JIHHHOeJII060BHOe nHCbMO R AJIeRC8H瓦peMHX8蹟JIOBHOs.

B 20-30x ro瓦ftX 19 -ro BeR8， B 6H6JIHOTeI<e pyccRoro HHTeJIJIHreHTHoro ceMesCTB8， 

06LIRHOBeHHO， BCTpe可8JIHCbC06P8HHH COQHHeHHs B. CROTT8. ABTOp H8CTOHID;es CT8TbH， 

QHT8H BLImeyI<83ftHHyIO c~eHy “HeTO可I< H ，" 38瓜yM8JIHCCJIe瓦OB8TbpOJIb B. CROTT8 B pycc-

ROs JIHTep8Type nepBO賞 nOJIO即位置LI19 -ro BeI<8. ABTOp， B ~8HHO蹟 p86oTe ， HCCJIe瓜yeTTO， 

R8R TOr~ftmHHH ny6JIHI<8 JII06HJI8 npoH3Be瓜eHHH CI<OTT8，日 BLIHCHHeT BJIHHHHe ero H8 

pyCCRHX nHC8TeJIes， oc06eHHO耳OCToeBCRoro.

1 B. CKOTT s ero BpeMH 

B8JIbTep CI<OTT (1771-1832)， mOTJI8H瓦CI<HsnHC8TeJIb， BH8Q8JIe TBOpHJI R8I< n08T. TpH 

ero C8MLIX H3BeCTHLIX Rp8CHBLIX n03MLI -“n08M8 nOCJIe凪Hero 60p~8" (The Lay of the 

Last Minstrel)，“M8pMHOH" (Marmion)，“Kp8C8BH~8 03ep8" (The Lady of the Lake)四

OQ8POB8JI班田町、ftTeJIe蹟 H C瓦eJI8JIH ero nony JIHpHLIM n03TOM. 0瓜H8RO，C Tex nop， R8R 

BLImJI8 RHHr8 B8spOH8“ll8JIOMm問。CTBOq8sJIb瓜-r8pOJIb瓜8"(Childe Harold's Pilgrimage)， 

CROTT nOCTeneHHO TepHJI nonyJIHpHOCTb. ll03TOMy CROTT H8Q8JI nHC8Tb np038認可eCRHe

npOH3Be瓜eHHH，H ero nepB副首 pOM8M “VOBepJIH" (Waverley) p830田谷JICH OQeHb xopomo. 

llp03ftHQeCRHe npOH3Be瓜eHHHCROTT8 HMeJIH 60JIbmH蹟 ycnex，司eMero n03MLI， H C瓦eJI8JIH

ero 3H8MeHHTLIM He TOJIbRO B AHrJIHH， HO H B 38py6emHLIx CTp8H8X. B oc06eHHOCTH， BO 

φp8H~HH ero npOH3Be瓜eHHHOR838JIH 60JIbmOe BJIHHHHe H8 MHorHX nHC8TeJIes (B8JIb38R， 

MepHMe， rIOro， mopm C8H~ . . . ). B I1pOH3Be月eHHHX CROTT8，班MeIOID;HX POM8HTHQeCI<YIO 

ORp8CI<y， 0I1HCLIB8IOTCH p83HLIe cpe~HeBeROBLIe C06LITHH. OH  CQHT8eTCH C03~8TeJIeM 

HCTOpHQeCROrO pOM8H8， 

II BocnOMsH8HsH H. H. Il8H8eB8 0 nonyJIHpHOCTs B. CKOTT8 

B 1820x田 30x-40x rO~8X， B POCCHH B. CI<OTT 6LIJI 0瓜HHM H3 C8MLIX nonyJIHpHLIX nHC8-

TeJIes. H. H. ll8H8eB， B ero H3eCTHLIX “JIHTep8TypHLIX BOCI10MHH8HHHX，" I1班皿eT CJIe瓦yIOID;ee:
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C nllTH叫~aTHneTHero B08paCTa yMeHII pa8BHnaCh CTpaCTh K qTeHHm H nH刊-

paType. R C æa~HOCTHm H npHIITHLlM TpeneTOM nepeqHTLlBan Bce Tor瓜amHHe

anhMaHaXH， ocodeHHO“CeBepHLle ~BeTLI"; pOMaHLI BanhTep-CKOTTa; rnaBLI 

“OHerHHa" (.....) Y叩a~Kom OT HaqanhCTBa， no瓜 BH~OM nOBTopeHHII ypOKOB， 

MLI TaKHM odpa80M Kaæ~副首 Beqep CXO瓜HnHChB Knacce qHTaTh pOMaHLI 

BanhTep田 CKOTTaHnH“Tenerpa中

(11. 11. llaHaeB， J1HTepaTypHLle BocnOMHHaHHII， M.， 1988， c.34.) 

3HaKOMCTBO pyCCKOA nydnHKH C npoHsBe~eHHIIMH CKoTTa Ha可anOChB 1810軸 X 1"0瓜ax.

11 B 20x-30x-40x ro~ax ero npoH8Be瓜eHHII，nepeBe~äHHLle C aHrnHAcKoro 118L1Ka Ha pycc・

KH賞， HnH HaφpaH~y8cKH預， ne可aTanHB ra8eTax H aypHanax， O~HO 8a瓦pyrHM.BLlmeyno柑

MIIHyTLlR pOMaH“CeH-POHaHCKHe BO~LI" BLlmen B KOH~e 1823 ro~a B AHrnHH，斑 yaeB 

1824 1"0瓜ynpo~aBanH ero 抑制~8CK酬 nepeBO，瓜 B MOCKBe H lleTepdypre. 

o nonynllpHocTH CKoTTa roronh nHmeT B cdop即日開“ApadeCKH"
BanhTep CKOTT nepBLlA OTpllxHyn nLlnh C rOTH司eCKO劃 apxHTeKTypLlH nOKa8an 

cBeTy Bce ee ~OCTOHHCTBO. C Toro BpeMeHH OHa dLlCTpO pacnpocTpaHHnach. 

B AHrnHH Bce HOBLle ~epKBH CTpOIlT B rOTH可eCKOMBKyce. 

(H. B. roronh， Cod. COq. B 7 TOMax， M.， 1967， T.6， c.86.) 

To eCTh， cpe~HeBeKoBLle COdLlTHII H HeHsdeaHo CBII8aHHLle C HHMH rOTHqeCKHe nOHIITHII 

- 8aMOK， MorHna， MOHacTLlph， npH8paK， cyeBepHe H T・瓦・ - oðpa~oBan賢明TaTeneA.

国 BJIHSlHHeH8 BecTymeBa四 MapJIHHCKOro，ITYWKHH8， rOrOJISI， BeJIHHCKOro 

qTO K8caeTCII nHcaTeneR， TO OHH He TonbKO Hacnaa瓜anHChnpoH8Be瓦eHHIIMHCKoTTa， 

HO H BHHMaTenhHO paccMaTpHBanH HX H no~paæanH HM， Hcnonhsyll npHaMLI CKoTTa. A.A. 

BecTyaeB-MapnHHCKHA， no~ BnHIIHHeM CKoTTa， 鼠aロHcan pOMaHT班司ec挺斑e npOH8Be)瓜1胸eHHII，

B KOTOpLlX司aCTO班80dpaaeHLIC沼epxもeCTeCTBeHHLleCOdLlT班11.118 Tor瓜a悶 H斑XaH置1"、nH施CK抑fωE班IX

rロIHcaTeneAOH donh皿eBcex n圃即)dHnBa施pOl沼司aH CKωOT‘'Ta， H BLlCOI鷲CO01悶~e沼班Ban My8L1KanhHOCTh 

pOMaHa CKOTTa. 

llymKHH HHKor瓜aHe dLln no瓜paaaTeneMCKOTTa. Ho OH Toae nmdHn padOTLI CKOTTa 

H C司HTanero MaCTepOM pOMaHa. lly1田UKH削H置 Hepa8政acaeTCIICI武COT‘'T

aeHe. 

CKyqHO， MOA aHren. H CTHXH B ronoBy HeA~yT; H pOMaH He nepenHCLlBam. 

qHTam BanhTep帽 CKOTTaH BHdnHm， a sca od Bac ~yMam. 

(A. C. llymKHH， llon. cod. COq. H8瓜.AKa広eMHHHayK CCCP， J1.， 1937帽 1959，T・

15， c.193.) 

R B811n y HHX BanhTep-CKoTTa H nepeqHTLlBam ero. 1Kanem， qTO He B811n C 

codom aHrnH抱CKoro. (A. C. llymKHH， llon. cod. COq.， T.16， c.49.) 

Be~y cedll CKpOMHO H nOpll~OqHO. rynllm nemKOM H BepXOM，司HTampOMaHLI 

B. CKoTTa， OT KOTOpLlX B BOCXHmeHHH，瓦aoxam 0 Tede. 
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(A. C. llYWKHH， lloJI. c06. C01:f.， T. 16， c. 51.) 

f'orOJIb HHTepeCOB8JICR HCTopHes. K8K H3BeCTHO， B ceHTR6pe 1823 rO)l;8， B lleTep6yprcKoM 

yHHBepcHTeTe， OH 1:fHT8JI JIeK~HH no cpe瓜HeBeKOBos HCTOpHH H ero JIeK~HH npOH3BeJIH 

rJIy60Koe Bne司8TJIeHHeH8 CJIyw8TeJIe飽. OH  T8K>Ke npH3H8JICR B nHCbMe K M.ll. llOrO)l;HHY， 

1:fTO OH， 38HHM8RCb nepBos 1:f8CTbm“MepTBLIX 瓜yw，" npliHliMaeTCH“nepe引 ITLIB8Tb BHOBb 

Bcero B8JIbTep8 CKOTT8". ( H. B. f'orOJIb， C06. C01:f.， T. 7， c. 156. ) 

KpOMe HHTepeC8 K HCTOpHH，瓦ByXnHC8TeJIes (f'orOJIR H CKOTT8) 06もe瓦HHRJIO ew;e H 

瓦pyroe.8TO-3K30THK8. f'OBOpR nO瓦p06Hee，VKP8HH8， r)l;e f'orOJIb pO)l;HJICR H KOTopym OH 

H306p8>K8JI B ロpOH3Be只eHHRX，nJIeHHJI8 pyccKym ny6JIHKy CBoes pOM8HTH1:feCKos，中8HT8-

CTH可eCKOs3K30TH1:fHOCTbm T8K >Ke， K8K皿OTJI8H)l;HRCKOTT8 nJIeHHJI8 8HrJII醐 cKymny6JIHKY. 

llpOHH~8TeJIbHLIß KpHTHK BeJIHHCKH扱 Heo瓦HOKp8THO pe~eH3HpOB8JI p860TLI CKOTT8. B 

瓦耳目HHOsCT8Tbe “o >KH3HH H npoH3Be瓦eHHRXCHp8 B8JIbTep8 CKOTT8 (Co可HHeHHeAJIJI8H8 
K8HHHr8M8. llepeBo瓜江eBH~LI 且. . . )，" OH nHC8JI: 

KTO He 3H8eT C03瓜8HH放 3Toro rpoM8瓜HoroH CKpoMHoro reHHR， KOTOpl五歳 6LIJI 

JIHTep8Typl王LlM KOJIyM60M H OTKpLIJI広江R >K8>K)l;yw;ero BKyC8 HOBLIs， HeHC可epn8-

eMLI食 HCT01:fHHK H3RW;HLIX H8CJI8>K瓦eHHs，KOTOPLIs瓜，8JIHCKyCCTBy HOBLIe cpe瓜，CTB8，

06JIeK ero B HOBoe Moryw;ecTBo， p83r8瓜8JI nOTpe6HocTb BeK8 H COe)l;HHH沼

尻esCTBHTeJIbHOCTbC BLlMLICJIOM， npHMHpHJI >KH3Hb C Me1:fTOm， CO可eT8JI斑CTopHm

C n083Hem? 

( B. f'. BeJIHHcKHs， lloJI. c06. COq.， H3瓜.AK8瓦eMHH H8yK CCCP， M.， 1953， 

T. 1， c.342.) 

T8K HJIH HH8Qe， MHorHe pyccKHe JIHTep8TopLI， KOTopLIe 06LI円可引HO可班T8JIHpOM8HLI CKωOT‘'T 

H8 pyCCKωOM 疏瓜Mφp8H即I~y3CKωOM ， 38MeTHJIH 06w;ym  可epTy Me>K瓦y npOH3Be瓦eHHRMHCKOTT8， 

B KOTOpLlX )l;8B8JIOCb pOM8HTH可eCKoeH306p8>Ke即時 CTp8CTes可eJIOBeK8，H HOBOß 中p8H~y-

3CKOs JIHTep8Typo抱“Ecole frenetique." 

N BocnpHHTHe CKOTT8瓦OCToeBCKHM (1) 

B “IBH6JIHOTeKe ，u;ocToeBcKoro" no瓦 pe瓜8K~Heß JI. ll. f'POCCM8H8， npHBe瓦eHLI QeTLIpe 

npOH3Be瓜eHHRCKOTT8四“llep中CK8R Kp8C8BH~8 HJIH江eHbCBRToro B8JIeHTHH8" (The Fair 

Maid of Perth)，“MOH8CTLIPb" (The Monastery)，“VOBepJIH，"“AsBeHro" (lvanhoe). V>Ke 

c 瓜eTCTB8，u;ocToeBcKH副賞HTepeCOB8JICRHCTopHes H HCTOpH可eCKHM pOM8HOM. 06  3TOM 

rJIy60KoM HHTepece K CKOTTy CBH瓦eTeJIbCTBOB8JI班 eroMJI8瓜WH血 6p8TAH瓜pe政， ero瓜pyr

f'pHropOBH1:f H )l;pyrHe. KpoMe 1:feTLIpex BLIweynoMRHyTLIx KHHr， ，u;ocToeBcKHs可HT8JIMHoro 

pOM8HOB CKOTT8， H8npHMep恥，

(The Heart 0ぱfMi凶dlot出hi悶an川Eり).

l江~OCToeBCK倒孤蹟瓦悶6HJI 60JIbl血neBcer、Oφ8HT8CTH可eCK阻賞 MHp班CTOpH1:feCKOrOpoM8H8 CKωOT、'T

B p8HHeM npo班3Be，r瓜~eHHH “BeJILI逼e HO司H" repo政 Me可τT‘8TeJIbp83も兄CH兄冗 H8CTeHbK伺e cy凹.

HOCTb H王8TypLI Me可T8TeJIR rOBopHT: 
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BLI CnpOCHTe， MQ)武eT6LITb， 0 司eMOH MeqTaeT? H 可eMySTO cnpa皿HBaTb!)1;a 

060 BceM. •• 06 pOJlH nOSTa， CHa可aJla He npHSHaHHoro， a nOTOM yBeH可aHHoro;

o APym6e C rO中MaHOM;Bap争OJlOMeeBCRas HOqb，瓦HaHa BePHoH~ reposcRas 

pOJlb npH BSsTHH HasaHH HBaHoM BacH品 eBH鴨民自主pa MOB6主as. 型住E
E盟~ c060p npeJla TOB H ryc nepe瓜 HHMH，BOCCTaHHe MepTBeQOB Bヤ06epTe
(⑨  
nOMHHTe MySLIRy? RJla瓜6Hw;eMnaxHeT!)， MHHHa H BpeH瓜a，cpameHHe npH Be-

peSHHe， qTeHHe nOSMLI y rpaφHHH B-s-)1;-政耳aHTOH，KJleOnaTpa ei suoi 

amanti， (..... > 

(φ. M. )1;ocToeBcRHs， I1oJl. CO行.COq. B 30ToMax， J1.， 1972， T. 2， c. 116) 

3叫 TPH re抑制限目 repOHHs“P06 POA"(①)， repOHHs “Ce.ト POHaHCRHX BO瓦"(②)， 

repOHHs“3瓦HH6yprClwsTeMHHQLI" (③)-BMec叩 C BLImeynOMsHyTLIMH 瓦pyrHMH JlHQaMH 

COS瓦alOTφ創刊aCTHqeCROe Bo06pameHHe Me可TaTeJls. )1;ocToeBcRHs， RaR HaM RameTCs， 

nOHHMaJl TO，可TOB pOMaHe CKOTTa HCTOpH可eCKoe c06LITHe 可aCTO sBJlseTCs He 瓜esCTBH-

TeJlbHLIM， a BLIMLImJleHHLIM. 

V BocrrplulTHe CROTT8且OCToeBCRHM (2) 

江OCToeBCKHsOTMe可aJl“BLICORoeBocnHTaTeJlbHOe SHa可eHHe" B pOMaHax CROTTa. B 

nOBeCTH “BeJlLIe HOqH" HaCTeHbKa 06paSOBLIBaJlaCb C nOMomblO COqHHeHHs CROTTa， H 

repOHHs“HeTOqKH" - C nOMomblO“AsBeHro." )1;aJlee， H B nHCbMax K qHTaTeJlsM “)1;He-

BHHKa nHCaTeJls" )1;ocToeBCKHs ycep瓦HO peKOMeH月OBaJl HM 瓜aBaTb CBOHM CLIHOBbsM 

H AOqepsM npOHSBeAeHHs CKOTTa瓜Jls qTeHHs. BepOsTHO， OH BLICOKO OQeHHBaJl ABa BocnH軸

TaTeJlbHLIX AesCTBHs npOHSBe;a;eHHs CKOTTa， paSBHBalOW;HXCs yM  H 可yBcTBHTeJlbHOCTb

MOJlO瓦LIX JlIO瓦e放. I1epBoe AesCTBHe cnoc06CTBOBaJlO paSBHTHIO Bo06pameHHs， H BTopoe 

npHBOAHJlO Bo06pameHHe B nopsAOK. 

HH泊a可e rOBops凡， ，河珂OCToeBCK則H硝蹟 nOHHMaJl y CKωOT司'T

BeH即t口H叩OCTH，HO H 06'LeRTHBHLIA BSrJlsA Ha STy JlI060Bb. )1;ocToeBCRHs BHAeJl B STOM MHoro・

CTOpOHHOCTb H HCTOpH可eCRoe SHaqeHHe B. CKOTTa. 

n
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